
○
国
土
交
通
省
令
第

号

踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第

二
項
第
五
号
、
第
五
条
第
二
項
第
五
号
並
び
に
第
十
三
条
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八

条
の
二
十
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
一
第
二
号
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
四
並
び
に
踏
切
道
改
良
促
進
法
施
行
令

（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
二
号
）
第
五
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
道
路
法
及
び
道
路
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年

月

日

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省

令

（
踏
切
道
改
良
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

踏
切
道
改
良
促
進
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
（
障
害
物
検
知
装
置
に
よ
り
発
炎
信
号
、
発
光
信
号
又
は
発
報
信
号
を
現
示
す
る
装
置
を
動



作
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
二
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
を
削
り
、
第
一
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
踏
切
道
指
定
基
準
）

第
二
条

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
良
す
べ
き
も
の
と
し

て
指
定
を
行
う
踏
切
道
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
踏
切
道
と
す
る
。

一

一
日
当
た
り
の
踏
切
自
動
車
交
通
遮
断
量
が
五
万
以
上
の
も
の

二

一
日
当
た
り
の
踏
切
自
動
車
交
通
遮
断
量
と
一
日
当
た
り
の
踏
切
歩
行
者
等
交
通
遮
断
量
の
和
が
五
万
以
上

で
、
か
つ
、
一
日
当
た
り
の
踏
切
歩
行
者
等
交
通
遮
断
量
が
二
万
以
上
の
も
の

三

一
時
間
の
踏
切
遮
断
時
間
が
四
十
分
以
上
の
も
の

四

踏
切
道
に
お
け
る
歩
道
（
道
路
の
一
般
通
行
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
部
分
の
う
ち
、
車
道
（
道

路
構
造
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
車
道
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
以
外
の
部
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
幅
員
が
踏
切
道
に
接
続
す
る
道
路
の
歩
道
の
幅
員
未
満
の
も
の
で

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

イ

踏
切
道
に
接
続
す
る
道
路
の
車
道
の
幅
員
が
五
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ロ

踏
切
道
に
お
け
る
歩
道
の
幅
員
と
踏
切
道
に
接
続
す
る
道
路
の
歩
道
の
幅
員
と
の
差
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上

の
も
の



ハ

踏
切
道
に
お
け
る
自
動
車
の
一
日
当
た
り
の
交
通
量
が
千
以
上
（
踏
切
道
が
通
学
路
で
あ
る
場
合
に
は
、

五
百
以
上
）
の
も
の

ニ

踏
切
道
に
お
け
る
歩
行
者
及
び
自
転
車
の
一
日
当
た
り
の
交
通
量
が
百
以
上
（
踏
切
道
が
通
学
路
で
あ
る

場
合
に
は
、
四
十
以
上
）
の
も
の

五

踏
切
道
に
お
け
る
歩
道
の
幅
員
が
踏
切
道
に
接
続
す
る
道
路
の
歩
道
の
幅
員
未
満
の
も
の
で
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
も
の

イ

踏
切
道
の
幅
員
が
五
・
五
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

ロ

踏
切
道
の
幅
員
と
踏
切
道
に
接
続
す
る
道
路
の
幅
員
と
の
差
が
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ハ

前
号
ハ
及
び
ニ
に
該
当
す
る
も
の

六

踏
切
道
を
通
過
す
る
列
車
の
速
度
が
百
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
上
の
も
の
で
あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

イ

踏
切
遮
断
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
も
の

ロ

踏
切
支
障
報
知
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
自
動
車
が
通
行
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
道
路
交
通

法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
の
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

も
の
（
禁
止
さ
れ
る
予
定
の
も
の
を
含
む
。
）
以
外
の
も
の
に
限
る
。
）

七

直
近
五
年
間
に
お
い
て
二
回
以
上
の
事
故
が
発
生
し
た
も
の



八

通
学
路
で
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
幼
児
、
児
童
、
生
徒
又
は
学
生
の
通
行
の
安
全
を
特
に
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
も
の

九

付
近
に
老
人
福
祉
施
設
、
障
害
者
支
援
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
高
齢
者

又
は
障
害
者
の
通
行
の
安
全
を
特
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
踏
切
道
に
お
け
る
交
通
量
、
事
故
の
発
生
状
況
、
踏
切
道
の
構
造
、
地
域

の
実
情
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
踏
切
道
の
改
良
に
よ
る
事
故
の
防
止
又
は
交
通
の
円
滑
化
の
必
要
性
が

特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（
踏
切
道
改
良
基
準
）

第
三
条

法
第
三
条
第
一
項
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
踏
切
道
の
改
良
の
方
法
に
関
す
る

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
指
定
基
準
（
当
該
踏
切
道
の
指
定
に
際
し
て
該
当

す
る
と
さ
れ
た
前
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

前
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準

道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
及
び
修
繕
に
関
す
る
事
業
又

は
鉄
道
施
設
の
整
備
に
係
る
事
業
の
う
ち
立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良
（
踏
切
道
に
接
続
す
る
鉄
道
又
は
道
路

の
構
造
の
改
良
を
含
む
。
）
、
舗
装
の
着
色
（
歩
行
者
と
車
両
（
道
路
交
通
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定

す
る
車
両
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
を
分
離
し
て
通
行
さ
せ
る
た
め
の
踏
切
道
の
着
色
を
い
う
。
）
、
歩
行



者
等
立
体
横
断
施
設
（
横
断
歩
道
橋
、
地
下
横
断
歩
道
そ
の
他
の
歩
行
者
又
は
自
転
車
が
安
全
か
つ
円
滑
に
鉄

道
を
横
断
す
る
た
め
の
立
体
的
な
通
路
を
い
う
。
）
の
整
備
、
保
安
設
備
の
整
備
そ
の
他
の
改
良
の
方
法
（
以

下
「
特
定
改
良
方
法
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
改
良
方
法
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
及
び
当
該
改
良

と
一
体
と
な
っ
て
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
事
業
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
当
該
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
踏
切
道
が
特
定
指
定
基
準
に
該
当
し
な
く
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
条
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準

特
定
改
良
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
改
良
方
法
に
よ
る

踏
切
道
の
改
良
及
び
当
該
改
良
と
一
体
と
な
っ
て
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
事
業
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
は
当
該
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
の
防
止
に
著
し
く
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

三

前
条
第
十
号
に
掲
げ
る
基
準

特
定
改
良
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
改
良
方
法
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
及

び
当
該
改
良
と
一
体
と
な
っ
て
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
事
業
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
当
該

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
の
防
止
又
は
交
通
の
円
滑
化
に
著
し
く
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

２

地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
に
よ
り
前
項
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ
り
踏
切
道
を

改
良
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
お
け
る
法
第
三
条
第
一
項
の
安
全
か

つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
踏
切
道
の
改
良
の
方
法
に
関
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、



前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
改
良
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
改
良
方
法
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
及
び
当

該
改
良
と
一
体
と
な
っ
て
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
事
業
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
当
該
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
踏
切
道
に
お
け
る
歩
行
者
又
は
車
両
の
交
通
量
の
減
少
に
資
す
る
も
の
そ
の
他
の

事
故
の
防
止
又
は
交
通
の
円
滑
化
に
相
当
程
度
寄
与
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
認

め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
通
知
の
方
法
）

第
四
条

法
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
当
該
踏
切
道
が
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
該

当
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
添
付
書
類
）

第
五
条

法
第
四
条
第
一
項
の
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
に
は
、
踏
切
道
付
近
の
略
図
及
び
工
事
の
概
要
を
説
明
す
る

た
め
に
必
要
な
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
記
載
事
項
）

第
六
条

法
第
四
条
第
二
項
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

改
良
を
実
施
す
る
踏
切
道
の
位
置
並
び
に
当
該
踏
切
道
に
係
る
鉄
道
の
線
区
名
及
び
道
路
の
路
線
名

二

工
事
の
概
要

三

工
事
に
要
す
る
費
用
の
総
額
及
び
そ
の
内
訳



四

工
事
着
手
予
定
時
期
及
び
工
事
完
了
予
定
時
期

五

踏
切
道
の
近
傍
に
立
地
す
る
他
の
踏
切
道
に
関
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
項

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
踏
切
道
の
改
良
に
重
大
な
関
係
を
有
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

事
項

（
国
踏
切
道
改
良
計
画
の
記
載
事
項
）

第
七
条

法
第
五
条
第
二
項
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
、
「
保
安
設
備
整
備
計
画
に
係
る
」
を
「
保
安
設
備

の
整
備
に
よ
る
指
定
踏
切
道
の
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
三
条
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
、
「
保
安
設
備
整
備
計
画
に
係
る
」
を
「
保
安
設
備

の
整
備
に
よ
る
指
定
踏
切
道
の
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
十
五
条
中
「
第
十
二
条
第
三
号
」
を
「
第
八
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
第
十
二
条
第
三
号
」
を
「
第
八
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
八
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。



第
二
十
条
中
「
次
の
」
を
「
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
り
、
同
条
を
第
十

六
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
、
「
報
告
書
を
」
の
下
に
「
、
鉄
道
事
業
者
に

あ
っ
て
は
地
方
運
輸
局
長
を
経
由
し
て
国
土
交
通
大
臣
に
、
国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道
路
管
理
者
に
あ
っ
て
は
国
土

交
通
大
臣
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
及
び
別
表
を
削
る
。

第
一
号
様
式
中
「保

安
設
備
整
備
計
画
に
係
る

」
を
「保

安
設
備
の
整
備
に
よ
る

」
に
、
「第

８
条
第
１
項

」
を

「第
1
0
条
第
１
項

」
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
中
「保

安
設
備
整
備
計
画
に
係
る

」
を
「保

安
設
備
の
整
備
に
よ
る
指
定
踏
切
道
の

」
に
改
め
る
。

（
道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
十
七
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
道
路
協
力
団
体
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
に
準
ず
る
団
体
）

第
四
条
の
十
八

法
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
団
体
は
、
法
人
で
な
い
団
体
で
あ
つ

て
、
事
務
所
の
所
在
地
、
構
成
員
の
資
格
、
代
表
者
の
選
任
方
法
、
総
会
の
運
営
、
会
計
に
関
す
る
事
項
そ
の
他

当
該
団
体
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
を
内
容
と
す
る
規
約
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
有
し
て
い
る
も



の
と
す
る
。

（
道
路
協
力
団
体
の
指
定
）

第
四
条
の
十
九

法
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
一
各
号
に
掲
げ

る
業
務
の
う
ち
道
路
協
力
団
体
が
行
う
も
の
及
び
当
該
業
務
を
行
う
道
路
の
区
間
を
明
ら
か
に
し
て
す
る
も
の
と

す
る
。

（
道
路
協
力
団
体
が
業
務
と
し
て
設
置
又
は
管
理
を
行
う
工
作
物
等
）

第
四
条
の
二
十

法
第
四
十
八
条
の
二
十
一
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

看
板
、
標
識
、
旗
ざ
お
、
幕
、
ア
ー
チ
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
件
又
は
歩
廊
、
雪
よ
け
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
施
設
で
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
の
確
保
に
資
す
る
も
の

二

令
第
七
条
第
九
号
の
自
動
車
駐
車
場
及
び
自
転
車
駐
車
場
で
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
増
進
に

資
す
る
も
の

三

令
第
七
条
第
十
二
号
の
車
輪
止
め
装
置
そ
の
他
の
器
具
で
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
増
進
に
資

す
る
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
施
設
に
設
け
る
も
の
を
除
く
。
）

四

広
告
塔
又
は
看
板
で
良
好
な
景
観
の
形
成
又
は
風
致
の
維
持
に
寄
与
す
る
も
の

五

標
識
又
は
ベ
ン
チ
若
し
く
は
そ
の
上
屋
、
街
灯
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
で
道
路
の
通
行
者
又
は
利



用
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
も
の

六

食
事
施
設
、
購
買
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
増
進
に
資

す
る
も
の

七

次
に
掲
げ
る
も
の
で
、
集
会
、
展
示
会
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
催
し
（
道
路
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）

の
た
め
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
も
の

イ

広
告
塔
、
ベ
ン
チ
、
街
灯
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物

ロ

露
店
、
商
品
置
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

ハ

看
板
、
標
識
、
旗
ざ
お
、
幕
及
び
ア
ー
チ

（
道
路
協
力
団
体
に
対
す
る
道
路
管
理
者
の
承
認
等
の
特
例
の
対
象
と
な
る
行
為
）

第
四
条
の
二
十
一

法
第
四
十
八
条
の
二
十
四
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
承
認
又

は
許
可
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
行
為
（
当
該
道
路
協
力
団
体
が
そ
の
業
務
を
行
う
道
路
の
区
間
に

お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一

法
第
二
十
四
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
承
認

花
壇
そ
の
他
道
路
の
緑
化
の
た
め
の
施
設
の
設
置
、
道
路
の
交

通
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
構
造
上
の
原
因
の
一
部
を
除
去
す
る
た
め
に
行
う
突
角
の
切
取
り
そ
の
他
の
道
路

に
関
す
る
工
事
又
は
除
草
、
除
雪
そ
の
他
の
道
路
の
維
持

二

法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可

工
事
用
施
設
、
工
事
用
材
料
そ
の
他
こ
れ
ら
に



類
す
る
工
作
物
、
物
件
若
し
く
は
施
設
で
道
路
に
関
す
る
工
事
若
し
く
は
道
路
の
維
持
の
た
め
の
も
の
、
前
条

各
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
若
し
く
は
施
設
又
は
看
板
、
標
識
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
件
で
道
路
の
管

理
に
関
す
る
情
報
若
し
く
は
資
料
の
収
集
及
び
提
供
、
調
査
研
究
若
し
く
は
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
の
た
め
の

も
の
に
係
る
道
路
の
占
用
（
前
条
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
に
係
る
道
路

の
占
用
に
あ
つ
て
は
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
一
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
道
路
協
力
団
体
が
行
う
も
の

に
限
る
。
）

（
開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
建
設
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
又
は
」
を
削
り
、
「
同
意
を
し
」
の
下
に
「
、
又
は
法
第
四
十
八
条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ

り
協
議
が
成
立
し
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
又
は
法
」
を
「
法
」
に
改
め
、
「
に
よ
り
同
意
を
し
」
の
下
に
「
、
又
は
法
第
四
十
八
条
の

二
十
四
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
」
を
加
え
、
「
又
は
当
該
占
用
」
を
「
当
該
占
用
」
に
改
め
、
「
の
同
意
を

し
」
の
下
に
「
、
又
は
当
該
占
用
の
協
議
が
成
立
し
」
を
加
え
る
。

第
四
条
の
二
中
「
又
は
法
」
を
「
法
」
に
改
め
、
「
同
意
を
し
」
の
下
に
「
、
又
は
法
第
四
十
八
条
の
二
十
四
の

規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
」
を
加
え
る
。



（
鉄
道
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

鉄
道
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
運
輸
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
の
八
第
一
項
第
四
号
中
「
第
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


